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足
利
健
亮
先
生
を
悼
む
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［
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［
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［
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都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
、
史
学
研
究
会
理
事
足
利

先
生
は
、
平
成
十
一
年
八
月
六
日
、
急
性
循
環
不
全
の
た
め
滋
賀
県
草

内
の
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
享
年
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
謹
ん

悼
の
意
を
捧
げ
る
。

生
は
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
に
北
海
道
勇
払
郡
追
分
村
（
現

町
）
で
出
生
、
地
元
の
小
中
学
校
、
苫
小
牧
東
高
等
学
校
を
経
て
、
昭

十
年
四
月
に
京
都
大
学
文
学
部
に
入
学
、
同
三
十
四
年
三
月
に
文
学
部

科
人
文
地
理
学
専
攻
を
卒
業
さ
れ
た
。
卒
業
論
文
は
郷
里
北
海
道
に
お

先
住
民
族
ア
イ
ヌ
の
居
住
領
域
と
そ
の
変
遷
に
関
す
る
も
の
で
、
後
に

文
地
理
』
第
二
〇
巻
第
一
号
（
昭
和
四
三
年
）
に
「
論
説
」
と
し
て
掲

れ
て
い
る
。
大
学
院
進
学
後
は
研
究
テ
ー
マ
を
日
本
古
代
の
歴
史
地
理

め
ら
れ
、
そ
れ
は
終
生
先
生
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
初
期
の
ご

に
は
、
条
里
施
行
地
に
お
け
る
小
字
「
ク
ラ
ノ
マ
チ
」
「
ク
ラ
ノ
ツ

な
ど
の
意
味
を
探
る
も
の
や
、
郡
家
に
関
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
（
前

『
史
林
』
第
四
五
巻
第
一
号
所
収
）
。

和
三
十
七
年
に
大
学
院
博
士
課
程
を
中
途
で
終
え
ら
れ
た
先
生
は
、
藤

二
郎
先
生
の
主
宰
さ
れ
る
教
養
部
人
文
地
理
学
教
室
に
助
手
と
し
て
勤

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
年
間
の
助
手
在
任
中
に
は
、
藤
岡
・
西
村
両

を
助
け
て
、
と
く
に
東
北
地
方
の
古
代
歴
史
地
理
調
査
、
佐
田
岬
半
島

合
調
査
等
の
共
同
研
究
な
ど
の
遂
行
に
尽
力
さ
れ
た
。

和
四
十
一
年
に
新
設
の
追
手
門
学
院
大
学
の
文
学
部
講
師
に
転
じ
ら
れ

生
は
、
同
四
十
三
年
遅
大
阪
府
立
大
学
教
養
部
の
講
師
、
さ
ら
に
同
四

年
に
は
同
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
九
年
に
京
都
大

養
部
助
教
授
と
な
り
、
同
六
十
一
年
に
同
教
授
に
昇
任
、
教
養
部
改
組

い
平
成
四
年
十
月
に
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
に
配
置
換
と

て
逝
去
時
に
及
ん
だ
。
そ
の
間
、
平
成
五
年
十
月
か
ら
同
九
年
九
月
ま

二
期
四
年
間
、
人
間
・
環
境
学
研
究
科
長
を
併
任
さ
れ
た
が
、
こ
の
四

、
先
生
は
発
足
な
お
日
の
浅
い
こ
の
研
究
科
に
起
こ
る
各
種
の
懸
案
事
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項
の
処
理
に
、
文
字
ど
お
り
忙
殺
さ
れ
、
そ
れ
が
先
生
の
健
康
を
損
な
う
原

因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
臼
本
古
代
の
歴
史
地
理
を
尊
門
領
域
と
さ
れ
た
先
生
は
、
恩
師
藤
岡
謙
二

郎
先
生
の
衣
鉢
を
継
い
で
、
都
市
と
交
通
路
の
問
題
に
主
た
る
精
力
を
注
が

れ
た
。
中
で
も
恭
仁
京
の
平
面
形
態
に
関
す
る
独
創
的
な
復
原
案
の
提
示

（『

j
林
睡
第
五
二
巻
第
三
号
所
収
論
文
）
や
、
畿
内
と
そ
の
周
辺
に
お
け

る
古
代
計
画
道
路
網
の
復
原
な
ど
は
、
学
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ

れ
ら
の
諸
研
究
の
内
、
前
半
期
の
も
の
は
、
『
日
本
古
代
地
理
研
究
撫
大
明

堂
（
昭
和
六
十
年
）
に
、
ま
た
近
年
の
も
の
は
『
考
証
・
日
本
古
代
の
空

閾
嚇
大
明
堂
（
平
成
七
年
）
に
集
大
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
巳
本
の
都

市
の
歴
史
地
理
に
関
し
て
は
、
対
象
と
す
る
時
代
を
中
世
・
近
世
（
と
く
に

そ
れ
ら
の
移
行
期
）
に
ま
で
広
げ
、
何
人
か
の
関
連
研
究
者
と
の
論
争
を
も

交
え
な
が
ら
、
多
く
の
独
創
的
な
研
究
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。
『
中
近
世
都

市
の
歴
史
地
理
』
倉
入
書
房
（
昭
和
六
十
年
）
は
、
こ
の
分
野
で
の
諸
論
文

を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
田
本
の
歴
史
地
理
を
主
た
る
専
門
と
さ
れ
た
先
生
で
あ
っ

た
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
出
張
さ

れ
た
際
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
農
村
に
残
る
土
地
関
係
史
料
を
発
掘
し

て
そ
れ
を
分
析
さ
れ
、
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
の
紀
要
に
発
表
さ
れ

た
。
先
生
は
、
こ
の
時
に
収
集
さ
れ
た
史
料
の
分
析
に
加
え
て
、
平
成
十
年

夏
の
イ
ギ
リ
ス
再
訪
時
に
現
地
で
行
わ
れ
た
補
充
調
査
の
結
果
を
総
合
し
て
、

著
書
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
ら
れ
た
。
こ
の
書
物
を
完
成
さ

れ
る
こ
と
な
く
逝
か
れ
た
こ
と
は
、
日
英
両
国
の
歴
史
地
理
学
会
に
と
っ
て

大
き
な
損
失
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
先
生
ご
自
身
に
と
っ
て
も
さ
ぞ
心

残
り
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
先
生
の
学
風
を
一
言
で
表
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
あ
え
て
そ
れ
を
す
る
と

す
れ
ば
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
着
想
を
大
事
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
資
料
に
基
づ
く
実
証
を
軽
視
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
資
料
、
と
り
わ
け
文
字
で
書
か
れ
た
資
料

に
乏
し
い
時
代
、
事
項
に
関
し
て
、
い
か
に
し
て
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
、
広
義
の
歴
史
研
究
に
携
わ
る
者
な
ら
誰
で

も
直
面
す
る
難
問
に
対
し
て
、
先
生
は
、
単
に
歴
史
地
理
学
が
従
来
用
い
て

き
た
資
料
群
に
と
ど
ま
ら
ず
、
過
去
の
人
々
の
も
の
の
考
え
方
と
い
っ
た
も

の
ま
で
含
め
て
、
積
極
的
に
歴
史
空
間
復
原
の
資
料
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
先
生
の
学
問
は
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
一
般
の
人
々
に
も
関

心
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
中
で
も
、
平
成
九
年
夏
に
N
H
K
教
育
テ

レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
「
N
H
K
人
間
大
学
明
景
観
か
ら
歴
史
を
読
む
1
地

図
を
解
く
楽
し
み
一
』
」
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
放

送
に
基
づ
く
同
名
の
書
物
（
日
本
放
送
出
版
協
会
刊
）
の
刊
行
と
相
前
後
し

て
、
先
生
は
病
に
倒
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
ら
れ
た
の
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で
あ
る
。
京
都
大
学
の
停
年
退
富
を
八
ヶ
月
後
に
控
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
先
生
の
史
学
研
究
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
い
え
ば
、
早
く
『
史
林
』

第
四
四
巻
第
五
号
（
昭
和
三
十
六
年
）
に
『
福
井
県
丹
生
郡
誌
㎏
の
紹
介
を

書
か
れ
た
の
を
最
初
と
し
、
次
い
で
上
述
の
二
論
文
、
さ
ら
に
金
田
章
裕
・

田
島
公
両
氏
と
の
共
著
論
文
（
第
七
〇
巻
第
三
号
）
を
発
表
さ
れ
た
。
最
も

新
し
い
も
の
と
し
て
は
、
『
福
井
県
史
』
資
料
編
一
六
上
、
絵
図
・
地
図
の

紹
介
を
第
七
四
巻
第
一
号
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
闘
、
本
会
の
評
議
員
、

そ
し
て
昭
和
六
十
　
年
か
ら
は
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。

　
先
生
の
お
仕
事
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
近
畿
地
方
各
地
の
十
指

に
余
る
市
町
村
の
史
書
の
編
纂
、
執
筆
に
関
与
さ
れ
た
こ
と
、
京
都
府
ほ
か

い
く
つ
か
の
地
方
自
治
体
の
文
化
財
保
護
行
政
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
事
業
に
と
っ
て
歴
史

地
理
学
分
野
の
研
究
者
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
意
義
は
、

き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
筆
者
は
先
生
と
は
専
門
分
野
を
や
や
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
生
の
あ

げ
ら
れ
た
ご
業
績
に
つ
い
て
必
ず
し
も
正
確
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
惚
れ
る
が
、
先
生
か
ら
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て

厚
誼
を
受
け
、
か
つ
最
近
の
十
年
余
り
は
先
生
と
同
じ
研
究
室
に
勤
務
す
る

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
縁
か
ら
、
本
文
を
草
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
　
　
　
（
山
田
　
誠
　
記
）
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